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福井城址活用まちなか地区意見交換会

福井城址活用ワークショップの結果概要

資料１
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福井市まちなか地区に住む住民やまちなか地区で活動している方を対象に、福井城址の将来像につい
ての意見を聞く意見交換会を開催。（コメンテーター：福井城址活用検討懇話会 多米委員）

【日時】 令和２年９月２５日（金） １９：００～２０：３０

【会場】 ハピリン３階 ハピリンホール（福井市中央１丁目）

【参加人数】 ２５名

【内容】
〇福井城址に関する説明（２０分）
〇ワークシートを用いた意見交換（６０分）
・あなたにとっての福井城址とは
・県庁舎等がある状態での城址活用策 [短期活用策]
・城址周辺の施設との連携
・県庁舎が移転したと想定した場合の城址
活用策 [長期活用策]
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・県庁舎が移転したと想定した場合の城址活用策（長期活用策）に関する主な意見

福井城址活用まちなか地区意見交換会

城址内 城址周辺

歴史を偲ぶ空間
・天守閣の復元
・本丸御殿の復元

・新栄商店街に百間堀横丁を整備

憩いの空間
・緑のある公園の整備
・遊具の配置

・植栽スペースの増加

活動・文化の空間

・伝統工芸体験施設の整備
・松平試農場を背景とする歴史と食
の学習施設の整備

・図書館の整備
・大学キャンパスの誘致

集客施設
・コンベンションホールの整備
・ミニコンサートができるホールの
整備

・観光客の集まる店舗の誘致

その他
・ホールや屋根付き広場、行政施設
等が一体となった複合施設の整備

・養浩館等の歴史資源をつなぐルー
ト整備による回遊性の向上
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・県庁舎等が福井城址にある状態での城址活用策（短期活用策）に関する主な意見

福井城址活用まちなか地区意見交換会

城址内 城址周辺

【県庁舎関係】
・県庁舎の一般開放（レストラン、最上階展望台、
休憩所、福井城案内ブースの配置等）

・地下駐車場の開放（有料でも可）
・県庁前広場にキッチンカーを常設
・お城のような見た目の県庁舎等にする

【その他】
・「福井城址」であることを周知し、城址を散策
するコース設定を行う

・坤櫓を復元し、福井に城があるイメージを定着
・花見やクリスマスの時期のライトアップ

【イベントの開催】
・中央公園と連携したイベントの開催を継続
・馬威し等の昔の祭りやイベントの再現

【回遊性の向上】
・ウォーキング、ランニングロードの整備
・自動運転車を走行させ、観光スポットを巡る
ルートを整備

・県外客に分かりやすい案内表示の設置
・「歴史のみち」の歩道の拡幅

【その他】
・堀端にテラスを設置し、石垣を眺めることが
できる施設（堀床）を設置

・トイレの整備
・ＶＲアプリ機能を拡張し、歴史上の人物や建物
の解説を充実させる
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県民を対象に、福井城址の将来像や活用方法を考えるワークショップを開催。
（コーディネーター：福井城址活用検討懇話会 多米委員、司会進行：株式会社Achieve 山下善久氏）

【日時】 （１日目）令和２年１０月１０日（土） １３：３０～１７：００
（２日目）令和２年１０月１７日（土） １３：３０～１７：００

【会場】 アオッサ７階 Ｆスクエア（福井市手寄１丁目）

【参加人数】 １２名（４名１組のグループワーク形式）

【内容】（１日目）・福井城址周辺のまち歩き （２日目）・福井城址の将来の物語作成
・福井城址の現状分析
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福井城址活用ワークショップ

（R2.10.19 福井新聞）（R2.10.19 日刊県民福井）
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城址内 城址周辺

・本丸御殿の復元
－観光地、披露宴会場、ＣＭロケ地等に利用

・坤櫓の復元
－お月見櫓という愛称で親しみやすくする

・巽櫓の復元
－白山の眺望を確保。市民で土木工事を行う

・屋根付き広場の整備
－屋根は本丸御殿風でオープンスペースに

・飲食施設、イベントホールの整備
－議会議事堂をリノベーション

・県庁舎をアートデザインセンターに用途替え
－移住してきたアーティスト達とともに検討

・石垣上の散策路の整備

・バリアフリーの整備
－健常者も障がい者も楽しめるまちに

・中央公園の規制緩和
－スケートボードや移動型飲食店など

・堀端のウッドデッキの整備
－カフェや野外音楽コンサートなどを実施

・馬威しや昔の祭りの再現
－福井の若者が中心となったイベント企画

・お堀でのボート体験
－貸出ボートで石垣や春の桜を満喫

・アーティスト等の居住推進地区の整備
－二の丸エリア東側をデザイナー等の活動
拠点に

・城址周辺の歴史的な景観整備

・福井城址の将来像や活用方法に関する主な意見
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